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「ありがとう。ありがとう。かならず おんがえしします。」
ねずみは おおよろこびして、ぺこっと あたまを さげました。
そして、なんども ふりかえりながら かえって いきました。

ライオンの なげきのこえが もりじゅうに ひびきました。
もりの どうぶつたちが そのこえを ききました。
もちろん ねずみも ききました。
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それから、いくにちか たちました。ライオンが、もりの はずれを あるいているときに、
りょうしの わなに かかって、つかまって しまいました。
「ああ、おれと したことが、こんなことに なるなんて…。」
ライオンは ぼんやりと あるいていたことを くやみました。

どんなに ひっしで もがいても あばれても なわから でることが できません。
それどころか、なわが ますます ぎゅうぎゅうと からだにくいこんで きます。
どうすることも できず、ライオンのめ からは、ぽろぽろと なみだが こぼれました。
ライオンは くやしくて なさけなくて なげきの こえを あげました。

「いえいえ、おやくに たてて よかったです。」
ライオンと ねずみは とっても なかよくなり、2ひきで うたいながら 
もりを さんぽして いきました。

ある あたたかいひ、くさむらで ライオンが ひるねを していました。
その ちかくを ねずみが とおりかかりました。
ねずみは、おかと まちがえて、ライオンの せなかに かけあがって しまいました。

あんぜんな ところまで くると、ライオンは ねずみに いいました。
「ほんとうに たすかったよ。 もう、ダメだと おもったけど、
 おまえの おかげで いのちびろいした。ありがとう。」

あんぜんな ところまで くると、ライオンは ねずみに いいました。
「ほんとうに たすかったよ。 もう、ダメだと おもったけど、
 おまえの おかげで いのちびろいした。ありがとう。」
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「おや、おまえは いつかの ねずみ…。」
「そうです。もうすこし、がまん してて くださいね。 すぐ このなわを かみきりますから。」
ねずみは、ライオンに まきついている なわを じょうぶな はで ボリボリ かじりました。

「ごめんなさい。ライオンさん。 ついつい、うっかり してたんです。
 ライオンさんを おこす つもり なんて なかったんです。」
「せっかく、きもちよく ねていたのに、いいわけか。」

「これは…、あの ライオンさんの こえだ。」
ねずみは、じっと みみを すませ、ライオンの こえが するほうに 
ぜんりょくで はしって いきました。

ライオンは おおわらい しました。
「わっはっは。ちっぽけな おまえが、 どうやって おんがえし するのだ。」
「かならず やくそく します。だから おねがいです。」
ねずみが あまりに たのむので、ライオンも かわいそうになって にがして やることにしました。

「なんだ、おまえか。 おれさまの ひるねの じゃまを した やつは。」
ライオンが いうと、ねずみは あわてて いいました。
「なんだ、おまえか。 おれさまの ひるねの じゃまを した やつは。」
ライオンが いうと、ねずみは あわてて いいました。
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きもちよく おひるねを していた ライオンは、めを さましました。
「だれだ! ちょろちょろ してるのは。」
ライオンは、ねずみを みつけて にらみつけました。

ねずみは、あっというまに なわを かみきりました。
「さあ、ライオンさん、にげましょう！」
2ひきは、もりの なかを はしりぬけていきました。 

ライオンは てを のばし ねずみを つまみあげました。
「ごめんなさい。どうぞ、たすけてください。ちっぽけな わたしなんか たべても、
 おなかの たしには ならないでしょう。」
「たすけて いただいたら、 あとで きっと ごおんがえし いたします。」

ようやく たどりつくと、
ライオンが わなに つかまっていました。
「ライオンさん、ライオンさん。いま たすけます！」

「ちょうど はらが へった ところだ。くってやる。」「ちょうど はらが へった ところだ。くってやる。」


